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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・道路局建設課の鈴木と申します。

・まず、私からは、
　１）～３）の「事業の概要」、「事業認可等のお知らせ」、「道路設計の概要」について、説明します。

・４）の「用地取得、物件補償」については、
　後ほど、用地担当係長の堀井より説明します。

・最後、
　５）の「今後のスケジュール」について、再び私から説明します。

・受付で配布した資料と、同じものをスクリーンで説明します。

・私の説明時間は、20分程度を予定しています。

・事務連絡といたしまして、本日皆様から頂いた個人情報につきましては、
　道路整備事業の利用目的外には、一切使用しません。

・それでは、着座にて、説明させて頂きます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・まず、 「事業の概要」について、説明します。


RREa BItRAEI~#E)IIXRAEBE—TH

= - JE&K8,780m. 1§ E20m

#MTHETE (L)) BBFI21488268. (RELEHE)BFI47438108
It

BRI EBEIER1,780m., B{#220.3%(H29.9IR7F)
) o) o . . R
éz&f *3%:
"% N
A e
REATHER 1 2
i N U i

1) T T



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・「東京丸子横浜線の概要」について、説明します。

・左側の市域図をご覧ください。

・ 「東京丸子横浜線」は、川崎市界の港北区日吉町を起点とし、
　途中、環状二号線と交差し、

　神奈川区六角橋一丁目の六角橋交差点を終点とする、
　延長約8.8キロ、代表幅員20メートルの都市計画道路です。

・この東京丸子横浜線は、昭和21年8月に都市計画決定しました。

・現在までの整備状況ですが、延長約8.8キロのうち、約1.8キロ　20.3%が整備済となっています。

・次に、右側の図をご覧ください。

・このうち、本日説明する「綱島地区」は、北綱島交差点付近から綱島駅交差点付近までの区間です。

・今回の事業目的ですが、
　本路線は平成34年度に開業予定の相鉄・東急直通線の新駅（（仮称）新綱島駅）へのアクセス道路となっております。

・本拡幅整備によって、新駅へのアクセス向上を図ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、「綱島地区の概要」について、説明します。

・事業名は正式には、
　「都市計画道路東京丸子横浜線（綱島地区）街路整備事業」で、
　都市計画法に基づき、進めていく予定です。

・事業認可は、今年の11月27日に取得しており、平成36年度の事業完了を目標としています。

・下図をご覧ください。

・今回の事業範囲は、赤色で引き出した、延長約970メートルの区間です。

・なお、黒色は、都市計画決定線、青色は町境を示しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、こちらが、標準部の道路幅員です。

・左側が、「現況」 、右側が、「整備後」のイメージです。

・「現況」では、幅員12メートルの道路となっていますが、
　「整備後」には、両側に2.5メートルの歩道、道路の真ん中には、中央分離帯を確保し、
　幅員20メートルの道路とします。

・デニーズのある交差点から先、日吉方面にかけて、暫定的に拡幅整備が完了していますが、
　整備後は、その区間と同じ道路幅員となります。

・以上が、事業の概要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、「道路設計」の概要について、説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・全体計画を南北２区間に分けて、順に説明します。
・平面図をご覧ください。
・現道から両側に拡幅し、「オレンジ色」が歩道、「灰色」が車道であり、それぞれ整備後の道路計画を示しています。
・「赤色」が横断歩道などのラインで、交通規制、信号機とともに現段階で仮に記載しています。
・信号機、横断歩道や交通規制は今後の公安協議で決定していきます。
　
・綱島地区全体は、　20メートルの幅員で整備します。
・整備後の断面イメージですが、
　例えば、平面図　右上の　1⃣－1⃣断面の箇所では、
　右下の断面図のように、両側に、幅2.5メートルの歩道と、
　中央では、上下線　幅3.25メートルの車道を二車と、幅１メートルの中央帯をそれぞれ設置します。
　中央分離帯の設置を予定しておりますので、車両の右折はできないような形状となります。

・現道からの拡幅としては、概ね両側への拡幅となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、「北綱島交差点」側の北側区間について、
　説明します。

・整備後の断面イメージですが、
　例えば、平面図　中央の②－②の箇所では、
　先ほどのスライド同様に、幅2.5メートルの歩道、
　幅員3.25メートルの車道を二車、１メートルの中央帯を設置します。
　こちらは拡幅済の区間が一部ありますが、車線数をひとつ増やすことにより一部区間において現況よりも歩道　　
　が狭くなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・こちらの断面図のように、
　道路拡幅により、道路と宅地に高低差が生じてしまう場合があります。

既存の宅地が道路より低くなる場合、
「①道路擁壁」のように、　道路用地内に構造物を整備します。

逆に既存の宅地が道路より高くなる場合、
基本的には、補償工事として、宅地内に構造物等を整備させて頂きます。
②～④の民地擁壁については、それぞれ②重力式擁壁、③L型擁壁④直擁壁と言いますが、
宅地の土地利用等にあわせて、擁壁形状を設計します。

・神明社については、④の直擁壁を検討しており、横浜市で管理する擁壁を築造し、階段の併設をかんがえております。今後、関係地権者及び関係機関と調整の上、検討して参ります。

・この高低差処理については、生活再建のため既存の機能を確保することを基本に
　個別に詳細な設計を具体化していきたいと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、 「事業認可などのお知らせ」について、説明します。
また、②のスライドで都市計画法の適用について、③のスライドで道路法の適用について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・「事業認可の取得」について、説明します。

・平成30年11月27日付け神奈川県告示第509号で都市計画事業認可を受けました。

・事業認可の告示については、記載のとおりです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・事業地などが記載されている認可図書の縦覧は、
　建築局都市計画課と道路局建設課２か所で行っています。
・縦覧を希望される場合はご来庁いただき職員に声をかけてください。
・閲覧時間は８時45分から12時・13時から17時15分です。
　　　土・日曜・祝日及び年末年始は縦覧できません
・また、事業認可を周知するための看板を設置します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、「事業認可による都市計画法の適用」について、説明します。

●　建築等の制限（都市計画法第６５条）
　　事業地内で土地の形質変更、建築物の建築や
　　工作物の建設等を行おうとするときは、
　　横浜市長（申請先：横浜市建築局企画部都市計画課）
　　の許可が必要となります。

●　土地建物等の売買の届出（都市計画法第６７条）
　　事業地内の土地建物等を有償で譲り渡そうとするとき
　　は、施行者（届出先：道路局建設課）への届出が必要
　　となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●　土地の買取請求（都市計画法第６８条） 
　　事業地内の土地で収用の手続きが保留されたものの
　　所有者は、施行者に対し、当該土地を時価で買い取る
　　よう請求できます。

●　土地の収用法の適用（都市計画法第７０条） 
　　事業認可と同時に、事業地内には土地収用法が適用
　　されます。

●　罰則（都市計画法第９５条） 
　　規定に違反したり、虚偽の届出を行った場合は、都市
　　計画法の規定により罰則が適用されることがあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次に、「道路区域の手続き」について、説明します。

今回の事業認可により事業地とした範囲は、　
道路法による道路予定区域として手続きを進めて
おり、２月ごろ道路区域に編入する予定です。

・これらの手続きは事業協力者の方への税控除に伴う、税務署協議に必要な手続きとなっております。

●　建築等の制限（道路法第91条）
　　土地の形質の変更、工作物の新築、改築、増築
 　または、大規模な修繕など、一定の行為に対して 
   道路管理者（横浜市道路局）の許可が必要となり
　 ます。�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・最後に、「今後のスケジュール」について、説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・今回の説明会後、
　事業認可において、1/1000の図面上で決定した道路計画線の位置を現地に示す測量と、
　前回の測量会で説明させていただいた、境界調査測量の作業に入ります。

・立会について、これまでに行ってきた境界調査と今後実施する境界調査測量で、
　２重でお願いすることとなり、ご迷惑をおかけいたします。

・測量と並行して、道路拡幅を予定している私有地を道路区域に編入する手続きや、
　中税務署との事前協議を進めていきます。

・その後、ご了解頂けたところより、
　順次、土地建物等の調査や用地取得等のお話し合いを
　進めさせていただきます。

・一定程度の用地取得が完了した段階で、
　工事説明会を行い、工事に着手してまいります。

・新駅へのアクセス向上のため、
　１日でも早く、道路拡幅や歩道設置できるよう、整備を進めてまいります。

・ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本事業に関する問い合わせ先です。

・どのような内容でも構いませんので、お気軽に建設課までお問い合わせください。

・なお、本日の説明資料や議事要旨は、
　道路局のホームページに掲載させていただく予定です。

（・ご清聴ありがとうございました。）
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